




























































































 表 1 「旅行」の和訳テストの結果 （本橋・石澤, 2015） 
正解率（人数） 誤答パターンとその割合（人数） 
42％（14） 















を変えた無意味語 8語と有意味語「旅行」の計 9 語を調査対象語とした（表 2）。 
 
表 2 「旅行」を元にした調査対象語 
調査対象語 音韻構造を変えた点 
1. りょこう ―― 
2. りゃこう 母音種 
3. りゅこう 母音種 
4. りょうこ 。 音節構造 
5. りょうこう 音節構造 
6. たりょこう 語中位置 
7. りょこう（頭高） アクセント 
8. りよこう 直音 























図 1 ディクテーションテストにおける分析対象語ごとの正解率 
 
次に無意味語の調査語ごとに結果を精査する。表 3に各語と、誤りのパターンを




































表 3 下位群における聴取と筆記の誤答一致例 
調査対象語 誤答パターンと頻度 
1. りょこう りょうこ(3)、りょうこう(3)、りょこ(3)、 
2. りゃこう りゃこ(9) 
3. りゅこう りゅこ(5)、りゅうこう(3)、りこう(3)、りょこう(3) 
4. たりょこう たりょこ(8)、たりょうこ(3) 
5. りょうこう りょうこ(11)、りょこう(5)、 
6. りょうこ 。 りょこう(6)、りょこ(3)、りょうこう(3) 
7. りょこう（頭高） りょうこ(11)、りょこ(4)、りょうこう(3)、りよこう(3) 
8. りよこう りよこ(6)、りょうこ(4)、りょこう(3)、りょうこう(3) 
9. ろこう ろこ(8) 
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